
在学生特別インタビュー  
「勉強するために遊ぶ」 北海道科学大学短期大学部

新
し
い
結
婚
式
の
楽
し
み
方

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
セ
ミ
ナ
ー

若
々
し
い
ア
イ
デ
ア
を
提
案

埼
玉
女
子
短
期
大
学

「
選
手
の
健
康
管
理
」開
催

女
子
栄
養
大
学

自動車工業科第一部
1年生・大西光希さん

SADJD

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
多
く
の
声
援
が
飛
ん
だ

ア
イ
ド
ル
愛
好
会
が
目
指
す
日
本
一

江
戸
川
大
学

自
学
が
モ
チ
ー
フ
の
ま
ん
が
本

小
学
生
に
大
学
の
ス
テ
キ
を
届
け
る

東
海
大
学

　東
京
工
科
大
学
（
東
京
都
八
王

子
市
）
は
2
月
9
日
、
八
王
子
市

役
所
に
お
い
て
系
列
校
で
あ
る
日

本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校
（
東

京
都
八
王
子
市
）
と
共
同
で
八
王

子
市
と
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
た
。

　当
日
は
東
京
工
科
大
・
軽
部
征

夫
学
長
、
日
本
工
学
院
八
王
子
専

門
学
校
・
千
葉
茂
学
校
長
、
八
王

子
市
・
石
森
孝
志
市
長
が
出
席
。

協
定
書
へ
の
署
名
や
記
念
撮
影
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

	

同
大
と
八
王
子
市
は
、
平
成
24

年
4
月
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。
翌
25

年
の
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
学
生
約

2
0
0
人
が
八
王
子
地
区
の
開
票

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
っ
た
ほ

か
、
八
王
子
市
と
国
立
研
究
開
発

法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
本
部
東
京
・
調
布
市
、
通
称

J
A
X
A
）
に
よ
る
子
ど
も
科
学

教
室
「
八
王
子
宇
宙
の
学
校
」
で

は
、
運
営
を
応
用
生
物
学
部
の
学

生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
同
大
の
学
生
の
べ
約

1
7
0
0
人
（
日
本
工
学
院
八
王

子
専
門
学
校
は
約
8
8
0
人
）

が
、
同
市
の
期
待
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
き
た
。

　今
回
、
同
市
と
「
包
括
連
携
協

定
」
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
ま
ち

づ
く
り
や
生
涯
学
習
、
地
域
課
題

の
解
決
、
産
学
官
の
連
携
な
ど
、

地
域
社
会
の
活
性
化
や
地
域
に
根

ざ
し
た
教
育
や
研
究
の
一
層
の
充

実
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　軽
部
学
長
は
「
八
王
子
市
内
の

企
業
な
ど
と
連
携
し
て
行
わ
れ
る

長
期
学
外
就
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
コ
ー
オ
プ
教
育
』
の
本
格
導
入

に
向
け
た
商
工
会
議
所
と
の
連
携

を
は
じ
め
、
学
内
に
お
け
る
地
域

連
携
推
進
の
た
め
の
窓
口
の
設
置

や
『
産
学
公
連
携
協
議
会
』
の
発

足
に
向
け
て
協
力
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
」
と
、
熱
い
抱
負
を

述
べ
た
。

　千
葉
学
校
長
は
「
八
王
子
ま
つ

り
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
学
生

が
毎
年
手
が
け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
学
生
た

ち
の
学
び
の
場
と
し
て
こ
れ
ま
で

活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

学
生
た
ち
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

よ
り
一
層
推
進
し
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

　ま
た
、
石
森
市
長
は
「
両
校
と

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る

協
定
を
結
ん
で
以
来
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
地
域
貢
献
活
動
を
協
力
し

て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
包

括
連
携
協
定
締
結
に
よ
り
、
一
層

連
携
を
深
め
て
い
け
れ
ば
」
と
、

期
待
を
寄
せ
て
挨
拶
し
た
。

　な
お
、
同
大
で
は
八
王
子
市
と

連
携
し
た
地
域
貢
献
活
動
を
キ
ャ

リ
ア
形
成
や
社
会
人
基
礎
力
を
身

に
つ
け
る
科
目
と
し
て
単
位
認
定

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
実
学
教

育
や
職
業
教
育
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
同
大
に
大
き
な
注
目
が

集
ま
り
そ
う
だ
。

　2
月
3
〜
5
日
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト（
東
京
都
江
東
区
）で「
第

81
回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
春

2
0
1
6
日
本
最
大
の
パ
ー
ソ
ナ

ル
ギ
フ
ト
と
生
活
雑
貨
の
国
際
見

本
市
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　同
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
の
テ
ー
マ

は
、“
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
モ
ノ
作
り
で
成
功
”。
生
活
様

式
に
対
応
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
新
製

品
が
多
数
展
示
さ
れ
る
中
で
、
大

妻
女
子
大
学
（
東
京
都
千
代
田

区
）
の
1
年
生
が
株
式
会
社
も
ち

ひ
こ
（
本
社
・
静
岡
市
）
と
提
携

し
て
商
品
開
発
を
行
っ
た
2
作
品

が
注
目
を
集
め
た
。

　こ
の
開
発
は
、
家
政
学
部
・
文

学
部
の
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
C
D
P
）
の
一
環
で
行
な
わ
れ

た
も
の
。
株
式
会
社
も
ち
ひ
こ
の

自
社
ブ
ラ
ン
ド「daily&carry

」

の
商
品
内
容
と
販
売
方
法
を
考
え

る
課
題
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
与
え

ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
と

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学

科
の
佐
々
木
美
帆
さ
ん
（
群
馬
県

立
太
田
女
子
高
等
学
校
出
身
）、

家
政
学
部
被
服
学
科
の
原
田
琴
菜

さ
ん
（
茨
城
県
立
水
戸
第
三
高
等

学
校
出
身
）、
そ
し
て
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
学
科
の
佐
藤
芽
実
さ
ん

（
共
愛
学
園
高
等
学
校
出
身
）
の

4
人
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
2
色
展

開
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
。
商
品
名
は

「
自
分
色
に
染
ま
る
！
あ
な
た
だ

け
の
、
や
さ
し
い
ブ
ッ
ク
カ
バ

ー
」。
ま
た
、
優
秀
賞
に
は
コ
ッ

プ
を
包
む
布
の
「5color's

カ
ッ

プ
ス
リ
ー
ブ
」
が
選
ば
れ
た
。
い

ず
れ
の
作
品
も
、「
テ
ン
ト
端

材
」
を
再
利
用
し
て
い
る
の
が
特

徴
的
だ
。

　同
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー
の
関
係
者
か

ら
は
、「
色
合
い
が
と
て
も
良
く
、

ぱ
っ
と
見
た
瞬
間
、
目
を
惹
く
」

と
い
う
声
が
上
が
り
、
学
生
た
ち

は
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
。
市
場

の
動
向
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

　2
月
1
日
、
埼
玉
女
子
短
期
大

学
（
埼
玉
県
日
高
市
）
の
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
ブ
ラ
イ

ダ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
コ
ー
ス

と
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

　東
海
大
学
（
本
部
東
京
・
渋
谷

区
）
を
モ
チ
ー
フ
に
描
い
た
、
小

学
校
高
学
年
生
向
け
の
ま
ん
が
本

『
文
春
ま
ん
が
読
み
と
く
シ
リ
ー

ズ
1

　大
学
こ
こ
が
知
り
た

い
！
』
が
1
月
10
日
、
株
式
会
社

文
藝
春
秋
企
画
出
版
部
（
本
社
東

京
・
千
代
田
区
）
か
ら
刊
行
さ
れ

た
。　同

大
の
経
営
企
画
室
広
報
課
・

大
木
洋
幸
課
長
は
、「
学
問
の
奥

深
さ
を
知
る
き
っ
か
け
に
し
て
も

ら
い
た
い
。
ま
ず
は
、“
物
事
を

知
る
”
と
い
う
些
細
な
こ
と
か

ら
、
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
次

の
興
味
・
関
心
に
つ
な
げ
て
も
ら

会
場
に
ソ
フ
ァ
を
レ
イ
ア
ウ
ト

し
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
に
し
た
ら

良
い
の
で
は
な
い
か
」「
引
き
出

物
は
、
慣
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ

う
な
品
物
を
贈
っ
て
み
て
は
ど
う

か
」

―
な
ど
。
参
加
し
た
式
場

関
係
者
た
ち
は
、
こ
れ
ら
学
生
な

ら
で
は
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
前
に
、

業
界
の
不
況
の
中
か
ら
脱
却
す
る

光
明
を
感
じ
た
と
い
う
。

　ま
た
、
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
、
学
生

た
ち
は
音
響
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
を
映
し
出
す
タ

イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
も
工
夫
を
凝
ら

し
た
。
司
会
を
担
当
し
た
冨
田
礼

音
さ
ん
（
静
岡
県
立
浜
松
湖
南
高

等
学
校
出
身
）
は
、
準
備
期
間
を

振
り
返
り
「
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
だ
け
が
頑
張
る
の
で
は
な
く
、

全
グ
ル
ー
プ
が
良
い
評
価
を
も
ら

う
よ
う
な
最
高
の
卒
業
発
表
会
に

し
た
い
と
の
想
い
が
、
練
習
を
積

み
重
ね
て
い
く
ほ
ど
に
強
ま
り
ま

し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　さ
ら
に
、
4
月
か
ら
の
社
会
人

ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
「
今
回
の
経

験
を
活
か
し
て
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業

界
に
活
気
を
吹
き
込
ん
で
い
き
た

い
」
と
、
意
気
込
み
を
語
っ
て
く

れ
た
。

　国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
は
同
コ
ー
ス
の
ほ
か
、「
観
光
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
コ
ー

ス
」「
ホ
テ
ル
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
コ
ー
ス
」「
エ
ア
ラ
イ
ン
・
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス
」
を
擁
す

る
。
い
ず
れ
も
、「
英
語
力
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
国
際

感
覚
」
に
加
え
、
あ
ら
ゆ
る
業
界

で
通
用
す
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を

養
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　江
戸
川
大
学
（
千
葉
県
流

山
市
）
の
ア
イ
ド
ル
愛
好
会

に
所
属
す
る
5
人
組
グ
ル
ー

プ
「SADJD

」
が
2
月
15

日
、
現
役
女
子
大
学
生
の
ア

イ
ド
ル
日
本
一
を
決
定
す
る

「U
N

ID
O

L2015 -16 
W

inter

決
勝
／
敗
者
復
活

戦
」
に
挑
ん
だ
。
会
場
は
、

ア
イ
ド
ル
ラ
イ
ブ
の
聖
地
と

も
呼
ば
れ
る
新
木
場

Studio Coast

（
東
京
都
江

東
区
）
で
、
同
大
会
に
は
史

上
最
多
の
44
大
学
55
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
。

　「UNIDOL

」
の
由
来
は

「UNIversity iDOL

」
だ

と
い
い
、
女
子
大
学
生
が
プ

ロ
の
ア
イ
ド
ル
に
匹
敵
す
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

14
年
度
に
は
総
動
員
数
一
万

人
を
突
破
し
た
。

　

SADJD

は
、
愛
乙
女
★

D
O

L
L

の
「L

O
V

E 
BEAM

」
と
強
が
り
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ン
の
「
セ
ン
サ
ー

は
セ
ン
タ
ー
」
の
2
曲
を
披

露
。「
メ
ン
バ
ー
の
一
人
ひ

と
り
が
楽
し
む
こ
と
で
、
お

客
さ
ん
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
、

ほ
か
の
チ
ー
ム
に
も
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
想
い
を
秘
め
、
満
面
の
笑

み
と
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
楽

曲
・
振
付
で
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

応
援
し
て
く
れ
た
フ
ァ
ン
か

ら
は
、
熱
い
声
援
や
温
か
い

コ
メ
ン
ト
を
受
け
た
。

　同
大
会
で
は
、
惜
し
く
も

本
選
進
出
の
夢
は
か
な
わ
な

か
っ
た
。
代
表
の
メ
デ
ィ
ア

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

情
報
文
化
学
科
3
年
生
・
西

岡
穂
乃
佳
さ
ん
（
千
葉
県
立

市
川
昴
高
等
学
校
出
身
）

は
、「
4
月
か
ら
は
新
入
生

や
新
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
て
、

新
鮮
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
今
後
も
楽
し
み
に

し
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
語

っ
た
。
3
月
に
は
、
ワ
ン
マ

ン
ラ
イ
ブ
（
卒
業
公
演
）
な

ど
も
開
催
す
る
予
定
で
、
今

後
のSADJD

の
活
動
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

い
た
い
」
と
、
語
っ
た
。
そ
れ
ら

の
想
い
の
も
と
、
在
学
生
や
卒
業

生
、
教
職
員
な
ど
数
多
く
の
人
々

の
協
力
を
経
て
、
刊
行
す
る
運
び

と
な
っ
た
。

　同
書
は
、
小
学
校
6
年
生
の
谷

川
ヒ
カ
ル
・
ア
ス
カ
の
双
子
の
兄

弟
が
、学
問
の
妖
精「
ガ
ッ
く
ん
」

に
導
か
れ
、
実
在
す
る
東
海
大
の

キ
ャ
ン
パ
ス
や
大
学
病
院
、
時
空

を
超
え
て
大
学
の
誕
生
し
た
年
ま

で
旅
を
す
る
。「
勉
強
っ
て
退
屈
。

夢
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」

―
と
悩

む
兄
弟
が
、
こ
れ
ら
の
旅
を
通
し

て
、
学
ぶ
こ
と
に
興
味
を
持
つ
。

自
分
を
知
り
、「
大
学
と
は
自
分

の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
学
ぶ
場

所
」
と
気
が
つ
き
、
夢
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
す
と
い
う
展
開
だ
。

　「知
の
た
ま
ご
」
と
い
う
豆
知

識
を
一
ペ
ー
ジ
お
き
に
掲
載
。
同

大
の
特
長
や
大
学
情
報
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
東
海
大
の

創
立
者
・
松
前
重
義
氏
が
残
し
た

「
若
き
日
に
汝
の
希
望
を
星
に
つ

な
げ
」
の
精
神
を
脈
々
と
受
け
継

ぐ
技
術
者
や
研
究
者
、
著
名
人
の

登
場
に
も
注
目
し
て
欲
し
い
。

　同
書
は
、
全
国
の
小
学
校
や
小

児
病
棟
、
公
立
図
書
館
に
寄
贈
さ

れ
て
い
る
。
同
大
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
も
閲
覧
可
能
だ
。

ン
コ
ー
ス
の
学
生
た
ち
が
卒
業
発

表
と
し
て
、
結
婚
式
場
の
ア
ル
カ

ー
サ
ル
迎
賓
館
川
越
（
埼
玉
県
川

越
市
）
で
ブ
ラ
イ
ダ
ル
プ
ラ
ン
の

発
表
会
を
催
し
た
。
学
生
た
ち

は
、
1
グ
ル
ー
プ
4
〜
5
人
ず
つ

の
計
4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

斬
新
な
プ
ラ
ン
を
披
露
。

　同
発
表
会
の
テ
ー
マ
は
、「
私

た
ち
の
結
婚
式
〜
新
世
代
の
考
え

る
新
し
い
結
婚
式
の
形
〜
」。
ブ

ラ
イ
ダ
ル
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
い
う
熱
の
こ
も
っ
た
ア

イ
デ
ア
を
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た

式
場
関
係
者
た
ち
に
提
案
し
た
。

例
え
ば
、「
ご
祝
儀
は
電
子
マ
ネ

ー
を
利
用
し
て
、
ス
マ
ー
ト
に
支

払
っ
て
は
ど
う
か
」「
コ
ー
ス
料

理
で
は
食
べ
残
す
こ
と
が
多
い
。

―入学した理由を教えてください。
　将来は会社を経営したいと思っています。
そのためには、自動車の専門知識だけでな
く、資格取得に加え一般教養も身につけるこ
とが必要だと考え、専門学校ではなく北海道
科学大学短期大学部へ入学を決めました。
―授業についてはどう感じていますか？
　入学当初は難しいと思うことが多かったの
ですが、授業が進むにつれて理解の幅が広が
り、最近では楽しく感じられるようになって
きました。自動車が大好きなので、自分の知
らない技術を知ることで、普段の生活の中で
もより自動車を楽しめるようになりました。
―短大生活を振り返っていただけますか？
　「勉強するために遊ぶ」という言葉が一番

近いかもしれません。自
ら考え、答えを導き出す
日常だけでは、疲れてし
まいます。高校の担任の
先生が「良いこと、悪い
こと」がはっきりした先
生で、結果「メリハリ」
のつけ方が身についてい
たので、最善の状態で授
業に出席できるように、
「メリハリ」をつけて過
ごすことを意識しています。ほかにも、オー
プンキャンパスのボランティアにはすべての
回に参加しました。緊張して来た車好きの高
校生には、好きな自動車の話題で緊張をほぐ
し、会話の幅を広げ、疑問が残らないように
帰ってもらえるようにしています。

―インタビューを終えて―
　自らの考えを真剣に語る姿が印象的だっ
た。明確な将来の目標を実現するために、充
実した大学生活を送っているようであった。

現
役
時
代
の
貴
重
な
経
験
を
語
る

小
原
悠
里
氏

　2
月
14
日
、女
子
栄
養
大
学（
埼

玉
県
坂
戸
市
）
は
、
ス
ポ
ー
ツ
栄

養
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。「
運

動
」
と
「
食
」
の
関
係
を
学
ぶ
た

め
の
勉
強
会
と
し
て
9
年
目
を
迎

え
る
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
高
校
生
ア

ス
リ
ー
ト
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
顧
問

教
員
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
人
気
が
高

く
、
今
年
も
3
0
0
人
の
定
員
が

早
々
と
締
め
切
ら
れ
、
当
日
は
満

席
の
中
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ス
タ
ー

ト
し
た
。

八
王
子
市
と
包
括
連
携
協
定

東
京
工
科
大
学

固
い
結
束
を
誓
っ
た
（
●左
か

ら
）
千
葉
茂
学
校
長
、
石
森

孝
志
市
長
、
軽
部
征
夫
学
長

熱
気
あ
ふ
れ
る
満
員
の
会
場

で
行
わ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー

実
社
会
で
活
き
る
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
を
身
に
つ
け
た
学
生
た
ち

丹
精
込
め
た
商
品
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
た
。
3

日
間
で
90
社
以
上
の
企
業
が
詰
め
か
け
た

「
小
学
生
オ
ス
ス
メ
の
一
冊
」

と
語
る
大
木
洋
幸
課
長

公
益
社
団
法
人
日
本
P
T
A

全
国
協
議
会
推
薦
図
書

　は
じ
め
に
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
選
手
と
し
て
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ

テ
ィ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た

小
原
悠
里
氏
に
よ
る
特
別
講
演
が

行
わ
れ
た
。
現
在
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
東
京

都
北
区
）
競
技
別
強
化
拠
点
施
設

専
任
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
小
原
氏

は
、
現
役
引
退
後
に
入
学
し
た
大

学
で
管
理
栄
養
士
資
格
を
取
得

し
、
日
本
ス
ケ
ー
ト
連
名
の
管
理

栄
養
士
と
し
て
も
活
動
。

　高
校
卒
業
後
、
実
業
団
に
入
り

世
界
選
手
権
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
を
果
た
し
た
が
、
そ
の
道
の
り

で
き
ま
し
た
」
と
現
役
当
時
を
振

り
返
り
、
来
場
し
た
高
校
生
た
ち

に
「
目
標
を
明
確
に
し
、
決
め
た

こ
と
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
。

ま
た
、
優
先
順
位
と
取
捨
選
択
を

考
え
な
が
ら
生
活
時
間
と
生
活
習

慣
の
管
理
を
す
べ
き
」
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
上
で
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
送
っ
た
。

　女
子
栄
養
大
学
栄
養
生
理
学
研

究
室
の
上
西
一
弘
教
授
の
「
選
手

の
栄
養
管
理
・
食
事
の
面
か
ら
」

で
は
、
よ
り
具
体
的
な
「
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
」
に
つ
い
て
の
情
報
が
提

供
さ
れ
た
。

　東
洋
大
学
駅
伝
チ
ー
ム
等
の
栄

養
管
理
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
上

西
教
授
は
ア
ス
リ
ー
ト
に
必
要
な

栄
養
素
の
種
類
や
摂
り
方
、
食
事

の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
実
践
的
な

話
を
展
開
。
会
場
の
高
校
生
た
ち

は
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
、
真
剣
な

眼
差
し
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。
次

年
度
は
宇
都
宮
、
静
岡
、
松
本
、

仙
台
、沖
縄
、坂
戸
で
開
催
予
定
。

は
決
し
て
平
坦
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
。

　「オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は

出
場
で
き
ま
し
た
が
、
そ

の
後
成
績
は
低
迷
し
、
フ

リ
ー
に
な
っ
て
か
ら
は
、

自
ら
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
し

な
が
ら
の
競
技
生
活
な

ど
、
苦
労
の
連
続
で
し
た

が
人
間
的
に
大
き
く
成
長

丈
夫
な
テ
ン
ト
端
材
を
使
用

カ
ラ
フ
ル
な
2
作
品
を
考
案

大
妻
女
子
大
学

優
秀
賞
が
選
出
さ
れ

た
と
い
う
。
受
賞
し

た
2
グ
ル
ー
プ
の
作

品
が
商
品
化
に
向
け

て
、
同
ギ
フ
ト
シ
ョ

ー
で
展
示
さ
れ
た
。

　最
優
秀
賞
は
、
文

学
部
日
本
文
学
科
1

年
生
・
佐
藤
和
佳
奈

さ
ん
（
茨
城
県
立
藤

代
高
等
学
校
出
身
）

　日本初の自動車工学系の短期大学として開
学した北海道科学大学短期大学部（札幌市）。
同短大の自動車工業科第一部1年生・大西光
希さん（北海道室蘭東翔高等学校出身）にこれ
までの短大生活についてお話をうかがった。
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